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秋田県飲食店等事業継続緊急支援事業について【新規】

産 業 政 策 課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の拡大により、特に大きな影響を受けている県内

飲食店及びその関連事業者の事業継続を支援する。

２ 概 要

（１）対象者

次のすべてに該当する事業者

・県内に本店又は主たる事業所を有する中小企業者等(個人事業主含む)

・飲食店又は、飲食店と継続的に直接取引のある事業者（飲食店関連事業者）

・直近決算期の売上が前年度又は、前々年度と比較して２０％以上減少して

いること。

（２）支援金額

１事業者当たり売上金額３千万円につき３０万円（上限３００万円）

※対象件数６,０００件 飲食店 ４,０００件

飲食店関連事業者 ２,０００件

３ 予算額 １,９１６,９８８千円

財源内訳 ○国 １,７２４,０８８千円

○一 １９２,９００千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

委託料 １,９１６,９８８千円

内 訳 ・支援金 １,８００,０００千円

（@３００千円×６,０００件）

・事務局運営費 １１６,９８８千円

〈 参考 〉

今後のスケジュール（予定）

１０月中旬頃 事務委託契約締結

１０月下旬頃 申請受付開始

１月末 申請受付終了

売上金額に対する支援金額
売上金額 支援金額

60万円超 ～ 3,000万円 ３０万円

3,000万円超 ～ 6,000万円 ６０万円

6,000万円超 ～ 9,000万円 ９０万円

9,000万円超 ～ 12,000万円 １２０万円

12,000万円超 ～ 15,000万円 １５０万円

15,000万円超 ～ 18,000万円 １８０万円

18,000万円超 ～ 21,000万円 ２１０万円

21,000万円超 ～ 24,000万円 ２４０万円

24,000万円超 ～ 27,000万円 ２７０万円

27,000万円超 ～ ３００万円
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Ｍ＆Ａ支援事業について

（経営資源融合支援事業）

産 業 政 策 課

１ 目 的

企業規模の拡大、経営の多角化及び事業の引継等を検討している中小企業者

等を支援するため、Ｍ＆Ａに要する経費を支援する。

２ 概 要

Ｍ＆Ａに取り組む企業が多いことから、予算を増額する。

・補助対象者 県内中小企業等

・補助対象経費 謝金、旅費、委託費等

・補 助 率 １／２

・限 度 額 ①Ｍ＆Ａ促進型 １,０００千円

②Ｍ＆Ａ実現型 ２,０００千円

３ 予算額 ５０,０００千円（補助金）

（現計（６月補正）３０,０００千円 → 補正後 ８０,０００千円）
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伝統的工芸品全国大会開催準備事業について【新規】

（伝統的工芸品等振興事業）

地域産業振興課

１ 目 的

伝統的工芸品に対する国民の理解を深めるとともに、本県の優れた伝統的工芸品等を

国内外に発信する「第３９回伝統的工芸品月間国民会議全国大会（秋田大会）」の開催に

向けた準備を行う。

２ 概 要

（１） 大会基本計画の策定等に係る負担金の支出

秋田県伝統的工芸品全国大会準備委員会に対し、大会基本計画の策定及び広報

等に要する経費に係る負担金を支出する。

※ 大会基本計画の内容について

基本方針、全体事業計画、会場使用計画及び地元催事の実施計画 等

※ 大会準備委員会について

産地組合、関係市町村、商工団体及び県等で構成する。令和４年度には、

全国大会の主催団体の一つである秋田県伝統的工芸品月間推進協議会（仮称）

に改組する予定。

（２） 先催県調査の実施

第３８回全国大会の調査・視察を行うとともに、秋田大会のＰＲ等を実施する。

３ 予算額 ３,５１１千円

内 訳 ・大会準備委員会負担金 ２,７５７千円

・職員旅費 ７５４千円

（参考）全国大会について

国は、伝統的工芸品に対する国民の理解とその一層の普及を図るため、昭和５９年か

ら毎年１１月を「伝統的工芸品月間」と定めており、全国大会は、その期間内の中心イ

ベントであり、本県での開催は初めてとなる。

（大会期間 令和４年１１月１７日（木）～２０日（日））

経済産業省、伝統的工芸品月間推進会議、（一財）伝統的工芸品産業振興協会、日本伝

統工芸士会、秋田県伝統的工芸品月間推進協議会（仮称）の共催となる。
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かがやく未来型中小企業応援事業について

地域産業振興課

１ 目 的

自社の競争力強化を図ろうとする県内中小企業のアフターコロナを見据え

た新規性の高い取組を支援する。

２ 概 要

・補 助 対 象 者 県内中小企業（製造業）

・補助対象事業 新商品の開発・生産、新たな販路の開拓、新たな生産方式

の導入等

・補助対象経費 機械器具等導入、専門家活用、新商品試作等に要する経費

・補 助 率 １／３

・限 度 額 ５,０００千円

３ 予算額 １５ ,０１５千円
内 訳 ・補 助 金 １５ ,０００千円

・職員旅費 １５千円

（現計（当初予算） ５４,０１８千円 → 補正後 ６９,０３３千円）

-4-



中小企業デジタル化支援事業について

（職業能力開発支援事業）

雇用労働政策課

１ 目 的

労働者の学び直しにより県内企業の生産性を高めるため、技術専門校のデジ

タル環境を整備するとともに、デジタルに関する基礎的技能を習得するための

職業訓練を実施する。

２ 概 要

（１）技術専門校のデジタル環境の整備 １３,８６４千円

技術専門校において、施設内のネットワーク回線を整備するとともに、タ

ブレット端末等を導入する。

・整備内容 ネットワーク回線の増設及び無線 LAN 設備の設定、
オンライン会議アプリ、タブレット端末、カメラの導入等

（２）デジタル化支援訓練の実施 ９３６千円

中小企業の在職者を対象として、デジタルに関する基礎的技能を習得する

ための訓練を実施する。

・訓練会場：各技術専門校（鷹巣、秋田、大曲）

・訓練時間：１２時間（２日）×３回

・定 員：３０人（１０人×３回）

・内 容：学科： ICT 等の基礎的知識、情報セキュリティ対策等
実技：オンライン商談、ＲＰＡを活用した業務資料の自動集計、

クラウドを活用した情報共有等

３ 予算額 １４,８００千円

内 訳 ・報償費（訓練講師謝礼） ９３６千円

・一般需用費 ２３３千円

・備品購入費 ２,８９９千円

・委託料 １０,７３２千円
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委託料の内訳 ・端末・ソフト購入費 ６,０９１千円

・回線設置費 ３,３６９千円

・保守管理費 ２９６千円

・消費税及び地方消費税 ９７６千円
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